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（２）難病対策の一層の推進                   １，５８７億円 

①難治性疾患に関する調査・研究の大幅な拡充                 １００億円 

難治性疾患の診断・治療法の研究開発を促進するため、対象疾患の拡大など事

業の大幅な拡充を図る。 
 

②難病患者の生活支援等の推進                        １，４８７億円 

患者の医療費の負担軽減を図るため、特定疾患治療研究を実施するとともに、難

病相談・支援センター事業等により、地域における難病患者の生活支援等の推進を

図る。 

 

（３）肝炎対策の充実                            ２０５億円 

①肝炎ウイルス検査の実施と研究基盤の整備                ６４億円 

市町村等による肝炎ウイルス検査等の実施を支援するとともに、保健所等におい

て利用者の利便性に配慮した検査を行う。また、肝炎研究７カ年戦略（平成２０年６

月）を踏まえ、肝炎治療実績の大幅な改善に繋がるような肝疾患の新たな治療方法

等の研究開発を推進する。 
 

②安全・安心の肝炎治療の促進と普及啓発の実施           １４１億円 

インターフェロン治療を必要とする患者に対する医療費の助成を行うとともに、医

療従事者に対する研修等を行う肝疾患診療連携拠点病院に対する支援事業を実

施する。また、肝炎に関する正しい知識の普及啓発を行う。 

※ インターフェロン治療に係る医療費助成については、一定条件を満たし

７２週投与が必要な患者に対し助成期間を延長する。 

 
（４）エイズ対策の推進                              ７５億円 

ＨＩＶ感染やエイズの発症予防のため、同性愛者等に焦点を絞った普及啓発や、夜

間・休日検査など利用者の利便性に配慮した検査・相談を行う。また、エイズ患者等の

生活の質を高めるため、電話相談やカウンセリング等を行う。 

 
（５）移植対策の推進                               ２６億円 

日本臓器移植ネットワークにおけるレシピエント検索システムを再構築し、臓器移植

に係るあっせん業務の強化を図る。また、骨髄移植後の生存率の向上等のため、骨髄

データバンク登録事業を充実させる。 

 
（６）リウマチ・アレルギー対策の推進                     １１億円 

リウマチ、気管支喘息、アトピー性皮膚炎、花粉症、食物アレルギーなど免疫アレル

ギー疾患の治療法等の研究を推進する。また、喘息死をなくすため、喘息患者の自己

管理の徹底や、かかりつけ医と専門医療機関との連携体制の構築等を行う。 

 

 


